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一
般
社
団
法
人
リ
ハ
ビ
リ
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
協
会
は
２
０
１
４
年
６
月
に

設
立
さ
れ
、
介
護
保
険
制
度
の
も
と
で

リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
通
所
介
護
事
業
所
間
の
連

携
・
情
報
交
換
を
図
り
、
と
も
に
切
磋

琢
磨
し
研
鑽
を
積
む
こ
と
で
、
全
国
の

高
齢
者
の
運
動
機
能
の
維
持
・
向
上
を

図
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
16
年
12
月

時
点
の
会
員
数
は
１
２
０
４
事
業
所
・

89
法
人（
利
用
者
数
８
万
４
０
０
０
人

余
、
従
業
員
数
１
万
人
余
）、
賛
助
会

員
数
９
法
人
を
数
え
て
い
る
。

同
協
会
は
昨
年
12
月
の
理
事
会
で
、

「
一
般
社
団
法
人
日
本
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

協
会
」に
名
称
変
更
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
小
川
義
行

理
事
長
は
、「
当
協
会
を
設
立
し
て
３

期
目
で
す
が
、
名
称
に『
リ
ハ
ビ
リ
』と

う
た
っ
て
あ
る
せ
い
か
、
リ
ハ
ビ
リ
に

特
化
し
た
団
体
と
受
け
取
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
よ
り
広
く
通
所
介
護
事
業
者
の
加

盟
を
得
る
た
め
、
当
協
会
の
名
称
を
変

更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」と
説
明
す

る
。間

口
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
４
期

目
中
に
会
員
数
を
４
０
０
０
事
業
所
、

賛
助
会
員
数
を
15
法
人
に
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
４
０
０

０
事
業
所
と
い
え
ば
、
全
国
に
あ
る
通

所
介
護
事
業
所
数
の
約
１
割
に
相
当
す

る
。新

任
理
事
も
増
員
し
そ
の
新
体
制
の

も
と
、
同
協
会
は
、
持
続
可
能
な
介
護
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一
般
社
団
法
人
日
本
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
会

質
の
高
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て

業
界
の
底
上
げ
・
連
携
を
主
導

（
取
材
・
文
＝
堀
切
孝
治
） 

一
般
社
団
法
人
リ
ハ
ビ
リ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
会
が「
日
本
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
会
」に
名
称
変
更
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
大
手
も
中
小
も
含
め
た
通
所
介
護
事
業
者
が
大
同
団
結
し
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
向
上
を
図
り
、
豊
か
な
超
高
齢
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

各種セミナー（上）や説明会（左）など、
会員に向けた情報発信により力を入
れていく

介護の
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よ
り
幅
広
い
連
携
を
求
め
て

協
会
の
名
称
を
変
更
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図表１　日本デイサービス協会の活動目的

図表２　日本デイサービス協会の活動方針

1. �通所介護事業所、地域支援事業並びに介護予防給
付の在り方に対する政策立案・提言を行います

2. �通所介護事業所におけるリハビリを取り入れた
サービスの普及推進活動を行います

3. �通所介護事業所におけるリハビリを取り入れた
サービスを提供する事業所全体のサービス品質の
向上に寄与できる活動を行います

1. �他団体と連携し、「介護保険制度の枠組みを守る」
ことへの同意を募る署名を介護関係者より集め、
政治的運動体としての活動へ協力を行う。

2. �自立支援介護への注力が、要介護者への状態改善
へとつながり、ひいては介護保険財政の改善へと
寄与するエビデンスデータを、理事・会員事業所
とともに効果検証を行い取りまとめる。

3. ��中長期的には「軽度者」の介護保険給付はずれを
見据え、総合事業の枠組みの具体的な運営ガイド
ライン（人員基準、設備基準、運営基準）案を取
りまとめ政策提言を行う。

ん
だ
月
２
回
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配

信
、
②
人
材
の
採
用
・
育
成
、
事
業
所

の
成
長
戦
略
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

の
受
講
、
③
賛
助
会
員
企
業
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
機
器
等
の
割
引
価
格
で
の
販

売
・
リ
ー
ス
、
賛
助
金
融
機
関
の
案

内
―
―
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
受
け
ら

れ
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
自
立
支

援
に
向
け
た
取
り
組
み
に
軸
足
を
移
す

方
向
に
あ
る
。
同
協
会
の
活
動
は
、
こ

の
動
き
に
も
十
分
応
え
る
も
の
に
な
る

と
、
小
川
理
事
長
は
話
す
。

「
き
ち
ん
と
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
、
運
動
機
能
の
維
持
・
向
上
に
効
果

の
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
普
及
さ
せ
て
、
社

会
的
利
益
の
追
求
に
寄
与
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
」

介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
環
境
が
厳

し
く
な
る
な
か
、
私
た
ち
に
身
近
な
存

在
で
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
手

を
結
び
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
は
、
社
会
全
体
の
利
益
に
な
る
。

「
地
域
に
密
着
し
た
中
小
事
業
者
か
ら

全
国
展
開
す
る
大
手
事
業
者
ま
で
多
く

の
声
を
集
め
、
本
当
に
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
何
な
の
か
を
提
言
し
、
政

策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
活
動
を
し
て
い

き
た
い
」と
、
小
川
理
事
長
は
抱
負
を

力
強
く
語
る
。

保
険
制
度
の
確
立
に
寄
与
し
、
豊
か
な

超
高
齢
社
会
を
め
ざ
す
た
め
、
上
記
図

表
１
の
よ
う
な
活
動
目
的
を
設
定
。
こ

れ
に
基
づ
き
、
図
表
２
の
よ
う
な
活
動

方
針
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
活
動
方
針

に
つ
い
て
小
川
理
事
長
は
、
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

「
財
政
と
の
兼
ね
合
い
で
、
要
介
護
度

の
低
い
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
外
さ
れ
る

方
向
に
あ
り
ま
す
が
、
我
々
は
こ
れ
に

対
し
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
残
し
な

が
ら
そ
の
質
を
上
げ
、
全
体
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
加
え
、
業
界
と
し
て
の

政
策
立
案
・
提
言
活
動
に
も
よ
り
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
」

１
２
０
０
以
上
の
加
盟
事
業
所
を
擁

し
、
８
万
４
０
０
０
人
余
の
利
用
者
を

抱
え
る
同
協
会
で
は
、
利
用
者
か
ら
得

ら
れ
る
デ
ー
タ
を
収
集
・
活
用
す
る
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
介
護
予
防
活
動
に

取
り
組
め
ば
要
介
護
度
の
維
持
・
改
善

に
効
果
が
あ
る
か
を
検
証
し
、
世
の
中

に
発
信
し
て
い
く
構
え
だ
。

同
協
会
へ
の
加
盟
料
や
年
会
費
は
無

料
。
会
員
は
、
①
最
新
情
報
を
盛
り
込

メ
ル
マ
ガ
や
セ
ミ
ナ
ー
受
講
な
ど

会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

C  O  L  U  M  N

ここが味方！

高齢化が進むなか、日本の社会保障費は膨ら
む一方だ。そうした厳しい財政状況下で、介護
保険制度を持続可能なものにするため、サービ
スの効率化が求められている。「サービスの効
率化＝サービスを削ること」ではない。不必要
な部分を見直し、必要なサービスの質向上を
図っていけば、全体の効率化を実現することも
可能だ。そのためには、多様な現場の声を集め、
サービスの効果を明らかにすることが必要にな
る。
規模を問わず、通所介護事業者が連携を図り
活発に活動していくことは、政策提言力を高め、
より良い介護の実現につながるだろう。

多様な現場の声をもとに
政策提言力を高め
より良い介護を実現


